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研究成果の概要（和文）：人が音声を知覚する際には、「音素」と呼ばれる単位で聞き分けをする。例えば、英語母語
話者が音素/r/から音素/l/へと徐々に変化する音声を聴いた場合、ある地点（カテゴリー境界）から知覚は/r/から/l/
へと急に変化する。そして、その境界をまたぐ音声への知覚の感度が最も高くなる。このような知覚をカテゴリー知覚
と呼ぶ。カテゴリー知覚は、従来、単音節語など短い音声単位でしか研究されてこなかった。しかし、実際の知覚環境
下では文章など長い単位での発話を知覚している。そこで本研究では、短い単位と長い単位ではカテゴリー知覚の特性
が変化するか否か、そして変化するならばその普遍性について調査した。

研究成果の概要（英文）：People perceive speech sounds according to a unit called “phoneme.” For 
example, when native speakers of English hear a set of sounds that continuously changes from the /r/ 
phoneme to the /l/ phoneme, there is a point where they suddenly hear /l/ instead of /r/. The point is 
called "categorical boundary," and people tend to be sensitive to the difference between stimuli that 
stride over this boundary. This type of perception is called “categorical perception.” Study of 
categorical perception traditionally concerns only perception of small units of sounds such as 
mono-syllabic words. However, in ordinary conversation settings we normally listen to speech sounds in 
units that are longer than word, i.e., phrase and sentence. Purpose of the present study is to 
investigate categorical perception during sentence perception.

研究分野： 音声学、音韻論、心理言語学

キーワード： カテゴリー知覚　日本語音声　/ba/-/da/連続体
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１．研究開始当初の背景 
一つの音素からもう一つの音素へと徐々に
変化するような連続体音声の知覚では、それ
を超えると音素の種類が変化したと認識さ
れる境界 (カテゴリー境界 )が存在する
(Liberman et al.,1957,他)。例えば、英語母
語話者が/r/音から/l/音へと連続的に変化する
音声を聴いた場合、カテゴリー境界を超える
と知覚が/r/から/l/へと変化する(Miyawaki et 
al.1975,他)。そして、このような境界をまた
ぐ音声同士を聞き分ける際、聞き分けの精度
が最も上がると報告されている(Liberman 
et al., 1957, Howell and Rosen, 1984, 
Miyawaki et al.1975,他)。このような知覚パ
ターンはカテゴリー知覚と呼ばれている
(Liberman et al.,1957)。カテゴリー知覚に関
して、従来は子音(例えば/r/音)を単音節内(e.g. 
/ra/、 “rock”などの単音節語)で提示する実験
しか行われてこなかった。しかし、Tomaru 
and Arai(2013)以降初めて、周囲に音声があ
る環境、つまり文中に子音が提示された場合
についても調査されるようになった。
Tomaru and Arai (2013, 2014)では、英語の
/ra/から/la/へと連続的に変化する音節を英
語母語話者が知覚する場合を調査した。結果、
音節が文中(e.g. “Clear /ra/ is appreciated”)
に提示された場合、カテゴリー境界をまたい
だ音声の聞き分けであっても弁別成績が高
くならないことが示された。これは、従来の
報告から予想される結果と大きく異なる。
Tomaru and Arai (2014)から、弁別成績が高
くならない原因に関して、自動音声処理
(ATP)の発動がかかわっていることが示唆さ
れた。ATP は、音声刺激を聞いたときに発動
され、非音声刺激(e.g.正弦波等)を聞いたとき
は発動されないとされている(Johnson and 
Ralston,1994,他)。そのため、ターゲットと
なる子音を含む音節(ここでは/ra/や/la/)が文
中に提示される条件では、刺激の冒頭(/ra/や
/la/を含んだ文が再生された直後)から終了
(同文の再生が終了する地点)まで、ATP が発
動され続けることになる。そこから、Tomaru 
and Arai (2014)では、ATP が発動している期
間は、従来報告されているようなカテゴリー
知覚の特性が表面化されないという仮説を
立てた。本研究はこの仮説にもとづき、人を
対象にした実験を通して ATP とカテゴリー
知覚の関係について調査する。特に本研究で
は、ATP の発動によってカテゴリー知覚の特
性が表面化しないという現象に関して普遍
性を追求すべく、先行研究とは異なる言語音
声を用いて実験を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ATP 発動時におけるカテゴリー
知覚の特性について下記の 2 点を調査し、ま
とめることを目的としている。 

 
（１） 本研究ではまず、ATP が発動してい
る間はカテゴリー知覚の特性(特に、カテゴ

リー境界における弁別成績の向上)が表面
上には表れないという先行研究での報告 
(Tomaru and Arai, 2014)について、その信
ぴょう性を確認する。特に本研究では、先
行研究とは異なる子音および異なる言語話
者を対象に実験を行って調査する。実験を
通して、上述のような現象は聴き手の言語
背景や子音の違いを問わず、恒常的に観察
されるか否かについて確認する。 
 

（２） Tomaru and Arai(2014)では、カテ
ゴリー知覚の特性の表面化が妨げられるの
は ATP が発動している間に限られる、とい
う予測を示している。本研究の 2 つ目の目
標として、ATP の発動終了後はカテゴリー
知覚の特性が再び表面化するという仮説の
もと、ATP の発動からカテゴリー知覚の特
性が再び表面化するまでの時間的関係を明
らかにする。Pisoni (1973)では、音声を知
覚する際に発動する短期記憶と長期記憶の
研究から、単音節語の知覚・反応に適切な
刺激の提示時間を提案している。その報告
を参考に、まずは単音節語で有効な刺激提
示時間が、文章知覚でも有効であるか否か
を確認しつつ、ATP の発動とカテゴリー知
覚の特性表面化の関係について議論する。 
 

３．研究の方法 
目的（１）について： 
Tomaru and Arai (2014)では、英語母語話者
を対象とし、英語の/ra/-/la/の連続体知覚につ
いて、ATP 発動時にはカテゴリー知覚の特性
が表面化しないことを示した。目標（１）を
達成するために、本研究では日本語の
/ba/-/da/の連続体を用いて先行研究と同様の
実験を行い、Tomaru and Arai (2014)の結果
を再現することができるか否かを検証した。 
 
実験対象者：日本語母語話者 
 
刺激音：/ba-/da/の連続体（合成音声） 
 
実験方法：Tomaru and Arai (2014)に習い、
刺激音を以下の条件で提示したときの弁別
成績の変化について、AXB 弁別実験法を用い
て調査した。 

(a) 音節単位で提示(e.g. /ba/, /da/) 
(b) 文章内に提示(e.g. 「これから

/ba/と言います」) 
(c) 正弦波に挟んで提示 

 
 
目的（２）について： 
Tomaru and Arai (2014)の研究結果に基づ
くと、ATP の連続的発動が終了した段階で
再びカテゴリー知覚の特性が表面化するこ
とが予測される。そこで、ATP の発動持続
時間とカテゴリー知覚の特性の再表面化に
ついて、刺激音の提示間隔時間を調整するこ
とで調査を行った。提示間隔時間の調整に当



たっては、知覚に関わる短期記憶と長期記憶
についての先行研究を参考に選定した。 
 
実験対象者：日本語母語話者 
 
刺激音：/ba-/da/の連続体（合成音声） 
 
実験方法：刺激音を以下の条件下で提示し、
弁別成績の違いを調査した。その際、Pisoni 
(1973)などを参考に、提示間隔を 300ms 以
上に調整した。調査法は、AXB 弁別法を用
いた。 

(a) 音節単位で提示 
(b) 文章内に提示 

 
 
４．研究成果 
（１）について： 
実験の結果、日本語母語話者における日本語
の子音/ba/-/da/連続体の知覚の場合には当初
の予想通りの現象を確認しつつ、今後の研究
に繋がる新しい知見が得られた。研究結果に
ついては、一部は公開済み(下記学会発表)で
あり、一部は近日中に公開予定(下記雑誌論
文)である。未発表の内容に配慮し、具体的な
成果報告を慎む。 
 
（２）について： 
ATP の発動とカテゴリー知覚の特性表面化
の関係について、新たな知見をもたらす結果
が得られた。しかしながら、当初の予想と異
なる傾向が見られる可能性も同時に示唆さ
れた。実験結果、内容ともに未発表のため、
具体的な成果報告を慎む。 
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